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第16回「学生ものづくり・アイディア展 in 富山」プログラム
日時　2018年11月２日（金）13：00～17：00

場所　富山大学　総合教育研究棟（工学系）１F

プログラム

12：30～13：00　受付

13：00～13：10　開会式（多目的ホール）

　開会の辞　富山大学工学部附属創造工学センター長　小熊　規泰

　挨　　拶　富山大学工学部長　　　　　　　　　　　會澤　宣一

13：10～14：00　特別講演（多目的ホール）

　　　　「Society5.0」に向けたイノベーション人材育成：社会実装教育

　　　　　　金沢工業大学学長　　　　　　　　　　　大澤　敏

14：10～15：10　ものづくりアイディアコンテスト　学生による作品説明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（多目的ホール）

15：10～16：30　ものづくりアイディアコンテスト　学生による展示説明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（クリエーティブスペース）

16：30～17：00　閉会式（多目的ホール）

　表彰式

　講　　評　富山大学工学部長　　　　　　　　　　　會澤　宣一

　閉会の辞　富山大学工学部附属創造工学センター　

　　　　　　　　　　　　　　創造性育成教育部門長　手崎　衆
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平成30年度
第16回「学生ものづくり・アイディア展 in 富山」の開催にあたって

　学生ものづくり・アイディア展は、新潟大学・長崎大学・富山大学の各工学部が、平成15年
度に文部科学省事業「特色有る大学教育支援プログラム（特色GP）」に共同申請して採択された、
「ものづくりを支える高学力教育の拠点形成～創造性豊かな技術者を志す学生の連携による教
育プログラム～」の一環として毎年実施され、今年で16回目を迎えます。例年、3大学共同で
実施するアイディア展に先立ち、富山大学では予選会を兼ねた単独でのアイディア展を開催し
ており、工学部の恒例行事として定着しています。
　創造性は“ものづくり”の基本であり、創造性なくしてこれからの日本における“ものづく
り”を支えていくことはできません。そして将来、社会に貢献できる“ものづくり”を実践す
るためには、原理原則の理解や幅広い知識と倫理観、さらに議論や説明に必要なコミュニケー
ション能力やプレゼンテーション能力と、これらを“もの”に注ぎ込む“志”が必要です。す
なわち、本物の“ものづくり”ができる技術者や研究者になるためには“ひとづくり”が極め
て重要です。これまで富山大学工学部では、「創造工学特別実習」および「企業技術者による
ものづくり実践講義」などの実施により、学生の創造性の育成を積極的に推進するとともに、
アイディア発想から本物を作れるものづくり力までを修得することを期待して、産学連携によ
る「製品開発セミナー」や「製品開発体験実習」を開講してきました。本年度から工学部は１
学科制となり、“ひとづくり”のための人材教育カリキュラムを充実させ、「社会中核人材育成
学」並びに「リーダー育成実践学」を開講し、協調性やグループをまとめあげる力の涵養にも
視点をあて、“志”の育成に一層の磨きをかけていきます。
　さて、今回のアイディア展でも、学科・コースや学年にとらわれずに編成したチームにより
自由な発想の下で学生が熱心に取り組んで作製した数多くの作品が出展・展示されます。想い
のつまったプレゼンテーションを聞くことができ、日常生活の中でひらめいたアイディアを実
現化した力作など、“ものづくり”に対する姿勢を伺うことができます。例年に劣らず本年も、
実用的なものやユニークな作品が皆様の前に披露されることと存じます。是非、ポスター・作
品展示会場にお越し頂き、学生達とディスカッションを楽しんでいただければ幸甚です。
　「学生ものづくり・アイディア展in富山」が更なる飛躍を遂げるために、皆様方には今後と
もご協力、ご助言、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

富山大学工学部附属創造工学センター長

　小　熊　規　泰

― 2 ―



会場案内図 
五福キャンパス 総合教育研究棟（工学系）

※ 工学部東門からお入りください。
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学生ものづくり・アイディア展in富山

特別講演

日　時　　2018年11月2日（金）13：10―14：00

場　所　　富山大学　総合教育研究棟（工学系）　多目的ホール

演　題　　「Society5.0」に向けたイノベーション人材育成：社会実装教育

講　師　　金沢工業大学学長　　　大澤　敏

概　要
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AI・IoT・DMなどの新しい情報技術によって社会が大きく変わろうと
しています。本学では、社会の様々な問題・課題を発見し解決するプロ
ジェクト型実践教育（プロジェクトデザイン教育）にAI等を活用して
Society5.0やＳＤＧｓの実現に向けた社会実装教育を展開しています。
例えば人のノウハウをAIが学習し、ロボットが芽や葉の剪定を行い高
品質の食品を生産する植物工場、小水力発電や太陽光発電を組み合わせ
たクリーンエネルギーマネジメントなどのプロジェクトが学生たちに
よって運用されています。このような挑戦の場として「チャレンジラ
ボ」と「AIラボ」を設置しました。学生のアイデア×AIを社会実装に
つなげる教育「社会との共創」を通して、イノベーション創出を可能に
する人材育成について紹介します。



第16回「学生ものづくり・アイディア展in富山」
展示作品リスト

◦ 創造工学特別実習
１.カットエンジンモデル
２.世界一流動性が良いアルミニウム合金を作ろう
３.コマ大戦 －Aチーム－
４.コマ大戦 －Bチーム－
５.レーザーポインターを動かそう
６.物理エンジンを使用したシミュレーションとゲーム作成
7.Alarm with Smile
8.UFO型ドローン
9.ホームページ制作 ～富山への観光リピーターを増やすために～
10.人力発電機
11.マイクロカプセルを作ろう
12.快適な明るさになるライト
13.納豆の代替物となるものは存在するのか

● 学科
14.Mｇコーヒーミル
15.マイコンを用いたラジコンの改造 及び 簡易画像処理による
　　自動駐車プログラムの実装
16.子供向けの材料の特性比較装置・キットの作成　　
　　－夢大学出展企画「材料オリンピック」より－
17.無安定マルチバイブレータを使った回路の応用
18.アルギン酸ナトリウムを用いた細管及びマイクロビーズの簡易型作製装置

● プロジェクト
A.学生フォーミュラ
B.学生ロボコン
C.科学マジック

※　A.B.C.は受賞対象外
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第 16 回 ｢学生ものづくり・アイディア展 in 富山｣ （2018.11.2 開催） 

カットエンジンモデル 
 

富山大学工学部工学科機械工学コース：岡田 祐哉（1 年）、渡辺 亮介（1 年） 
                 杉山 義紀（1 年）、山浦 雄也（1 年） 

アドバイザー：手崎 衆（工学部工学科機械工学コース） 
 
【目的】 
自動車を動かしているものはエンジンである。多くの人は、そのエンジンについて、シ

リンダーの中でピストンが往復している程度の「構造」は知っているが、吸排気のバルブ

等と連動して動く「詳しい構造」と動力を生み出す動作原理はあまり知らないだろうと考

えられる。私たちは機械工学コースに所属している身として、エンジンの構造については

詳しく知っておくべきであると考えた。そこで、小型で軽量であり尚且つエンジンの 4 工

程である、「吸気・圧縮・膨張・排気」を実際に動かし目で見ることができるカットエンジ

ンモデルを製作することで、私たちのエンジンの構造や原理についての理解を深め、今後

の授業等にも生かすことが出来ると考えた。 

 

【アピールポイント】 

目的にも挙げたように、小型・軽量であり持ち運びができることがアピールポイントで

あり、その重量は軽自動車の 3 気筒エンジンを取り出して、15kg 程度のものになる。 

 

  
 

１ 

カットエンジンモデル（ハンドル

付ける前） 
廃車予定の軽自動車からエンジンを

降ろしている様子 
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第 16 回 ｢学生ものづくり・アイディア展 in 富山｣ （2018.11.2 開催） 

   世界一流動性が良いアルミニウム合金を 
作ろう 

 

富山大学工学部工学科知能情報工学コース：畑中 智也（１年）、谷口 俊祐（１年） 
アドバイザー：才川 清二（都市デザイン学部 材料デザイン工学科） 

 
【目的】 
はじめに，最近の傾向として例えば自動車においてはより軽量化が求められている．そ

こで，現在最も広く使用されている鉄より軽い金属であるアルミニウムに注目した．また，

溶けた金属を型に流し込み成形する技術を鋳造という．鋳造によって成形するときに，溶

けた金属の流動性は重要な要素の一つである．そこで今回はより鋳造しやすい流動性の良

いアルミニウム合金を作ろうと思った．  
【実験の流れ】 
 参考文献で調べた結果 Al-Si 系合金は流動性が

良いということが分かった．その中でもより流動性

の良い合金を見つけるために実際に鋳造を行った．

鋳造は，Al-Si 系合金である AC3A と AC4C およ

び比較として Al-Si 系合金でない AC7A の 3 種類

の合金を用いた．鋳造には，図 1 のような砂型を

用いた．出来上がった渦巻き鋳物の渦巻きの長さで，各合金の流動性を調査した． 
【結果】 
 図 2 のように，出来上がった鋳物の画像を示す．

結果としては，Al-Si 系合金である AC3A の方が，

Al-Si 系合金でない AC7A よりも渦巻きが長く，

流動性が高いということが分かった．AC4C の鋳

造は失敗した．理由として，砂型の型締めが不十

分だったためであると考えられる． 
【感想・まとめ】 
 今回全員が普段行わない体験をすることができた．他の合金を用いた場合，どのような

結果になるのか興味深く思った．また他の性質に注目した場合，今回得られた結果とどれ

ほど異なってくるのか疑問に思った． 

２ 

図 1. 使用した砂型 

図 2. 鋳造した結果 
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第 16 回 ｢学生ものづくり・アイディア展 in 富山｣ （2018.11.2 開催） 

コマ大戦 －チーム A－ 
 

富山大学工学部工学科機械工学コース：吉原 裕騎（1 年）、脇田 弘葵（1 年） 
富山大学工学部工学科生命工学コース：湯川 翔太（1 年） 

アドバイザー：高村 浩之（機械工場） 
 
こんにちは。私たちはこの度 8 月 5 日に行われたコマ大戦富山特別場所に出場しました。

コマ大戦では地元の企業や高校、大学がそれぞれの技術を用いて作ったオリジナルのコマ

を持ち寄り１対１の形式での対戦を通して各々の技術をアピールします。この取り組みに

参加するにあたり、私たちは工学に必要な知識を習得しながら縦 60mm 横 20mm 以内のコ

マを作成することになりました。まず私たちは安価で比較的加工の容易な真鍮を用いて基

本的なコマを一人一つずつ旋盤の操作方法を学びながら作りました。そしてそれをもとに

私たちはコマ大戦で勝つためのコマのアイデアを出し合い、相手のコマとぶつかっても動

じないような重たいコマを目指すことにしました。第一作目は制限をギリギリまで利用し

て重量を増やすことを意識しすぎた結果、重心が高くなりすぎて回らないコマになってし

まいました。第二作目はその反省を踏まえ、コマの上部を削り重心を下げました。しかし

それでも回りませんでした。そこで私たちは考え方を変え、重量重視のコマから攻撃重視

のコマ作成へシフトしました。当たり強く回しやすいコマにするために高さを下げて小さ

くし、コマが床と接地する球の半径を大きくすることでバランスを崩しにくくしました。

最後に、ぶつかってきた対戦相手のコマを弾き飛ばすための突起を付けることも考えまし

たが、その分コマのサイズが小さくなり軽くなってしまうので、軽量化を極力抑えつつも

相手のコマを弾き飛ばせるように六角形にしました。その後は過去の大戦出場コマのデー

タを参考にしたり実際にコマを回したりと試行錯誤を重ね、適度な重量のある銅タングス

テンを素材にして最終的なコマが完成しました。 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

                       

３ 
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第 16 回 ｢学生ものづくり・アイディア展 in 富山｣ （2018.11.2 開催） 

    コマ大戦 －B チーム－ 
 

富山大学工学部工学科機械工学コース：山下 樹（1 年）、水浦 颯太（1 年） 
                   瀧澤 水翔（1 年）、上岸 達矢（1 年） 

  アドバイザー：田村 隆文（機械工場） 
 
目的：コマ大戦に出場し、良い結果を残せるようなコマを製作する。 
   旋盤といった工作機械の基本的な操作方法を学ぶ。   
   一からものをつくる経験を得る。 
 
＜実施事項＞ 
1.製作するコマを考える 
・過去の大会に出場したコマを調べ、先輩方が製作したコマを実際に回しながらどのよう

なコマを製作するかを考えた。 
・コマには攻撃型、変形型など様々な種類があり、過去の大会には攻撃型のコマが多く 
出場していたため、それに有利となりそうな耐久型のコマを製作することにした。 

・ソリッドワークスを利用して、自分たちが製作するコマを図面にした。 
 
2.コマの製作 
・図面をもとに旋盤などの工作機械を使用してコマを製作した。 
・ハネナイトやゲルテープ、ウレタンシートなど様々な物をコマに取り付け、相手のコマ

から受ける衝撃を吸収するコマの実現を目指した。 
・しかし、何か物を取り付けることで逆に回転時間が短くなり逆にコマが弱くなってしま

ったため、耐久型のコマの製作を断念。バランス型のコマの製作に変更した。 
・コマを重くするために直径は規定ぎりぎりに設計し、コマの高さや下の円錐部の角度は

全体のバランスを考慮して設計、長時間回転するようにと軸先に球を取り付け、持ち手

の部分を軽くして重心を低くするなど様々な工夫をした。 
 

3.コマ大戦に出場 
結果：予選敗退(4/5 位) 

 敗因：企業と比較しての技術力の差(精度等の差) 
    大会当日の暑さでコマが熱膨張し、やむなく紙やすりで外周を削ったが、それに

よってコマのバランスが悪くなってしまったこと。 
反省：当日との環境の差をよく考えてコマの製作、練習等に臨むべきだった。 

    (熱膨張を踏まえての寸法設定、コマを回す際の体勢や台の高さなどに対する意識) 

４ 
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第 16 回 ｢学生ものづくり・アイディア展 in 富山｣ （2018.11.2 開催） 

 

 

 レーザーポインターを動かそう 
富山大学工学部工学科機械工学コース：野口 宙（1年）、藤井 佳樹（1年）、 

中澤 淳一（1年）、辻本 陸馬（1年） 

          アドバイザー：戸田 英樹（工学部工学科電気電子工学コース） 

 

概要 

画像を分析して舞台照明が目標とするものを自動で追尾すること。 

当初はステージ上の演者を照明が自動で追尾するものを作る予定だった。 

私たちが作る装置は小型であるため、照明が照らしている場所がわかりづらくなる。 

そのため、照らしている場所をわかりやすくするために、レーダーポインターを使用するこ

とにした。また、照明装置がレーザーポインターになったため、当初の「舞台照明の自動追

尾」から「レーザーポインターを動かそう」にした。 

制作のきっかけ 

高校の学芸会で舞台照明の仕事が忙しく、他の仕事が疎かになっていた。 

そのため、舞台照明を自動化することで、ほかの仕事に時間を使えるようにしたかった。 

アピールポイント 

小さいこと、電池で動かすことができること。 

制作の課程で大変なこと 

メンバー全員が機械工学コースに所属していたため、全員プログラミングを 1から学んだ

ためどのようなプログラムを作ればよいか不明だった。 

そこで、私たちが苦悩したことは 3つある。 

まず 1つ目は、機械を動かすためのプログラムと画像を処理するためのプログラムを完成

させること。 

次に 2つ目は、画像プログラムを組み立てること。 

最後に 3つ目はカメラのプログラムとハードウェア連結すること。 

将来使えると考えられること。 

この装置は対象を常に追尾し続けることが可能である。これを監視カメラに使うことによ

って防犯に役立てられると考えられる。 

                                         

左：レーザーポイ

ント 

右：全体像 

５ 
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物理エンジンを使用した 
シミュレーションとゲーム作成 

 
富山大学工学部機械知能システム工学科（2 年）：小森 行哉、瀬木 穂高、山田 成将 

工学科電気電子工学コース（1 年）：水野 貴之 
工学科知能情報工学コース（1 年）：大久保 泰策 

      アドバイザー：春木 孝之（都市デザイン学部 都市・交通デザイン学科） 
 
作品概要 
私たちの周りにはたくさんの物理 
現象が存在し、これらを表すため 
の公式があります。しかし、これ 
らの公式を見ただけでは何を表し 
ているのか想像することができま 
せん。そこで、物理演算を使用し 
て簡単なシミュレーションを行い 
物理学の公式を楽しく勉強できる 
のではないかと考えました。 
具体的には、物理演算を搭載した 
Unity を用いてシミュレーションを行い、同時にゲームも作成しました。シミュレーション

テーマは「熱膨張による気体の粒子の運動」、「万有引力と遠心力が月に与える影響」、「物

体同士の衝突」、作成したゲームは「ピンボールゲーム」、「ボールを繋げて消すパズルゲー

ム」です。 
 
このようなシミュレーションまたはゲームを活

用することで、中学生・高校生が物理学を勉強す

る際、物体の動きをよりリアルに理解できるよう

になります。同時に、プログラミングにも興味を

もってもらえる可能性があります。 
 
今回の実習を通して、私たちは改めて物理学を

勉強する機会を設けることができ、プログラミン

グに対する意欲や技術が向上したと感じます。 
 

６ 
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 Alarm with Smile 
 

富山大学工学部工学科機械工学コース ：田中木介(１年) 
          知能情報工学コース ：小路重虎(１年) 
アドバイザー ：高尚策(工学部工学科知能情報工学コース) 

 
背景・目的 

近年、機械学習が注目されている。画像認識も、機械学習を用いることができる技術

の一つであり、また、そのためのツールが無料で提供されている場があるため、学生

でも画像認識のプログラムを作ることが可能になってきている。 
これを表情の認識に用いて目覚まし時計の解除に使えば斬新なものになるのではない

かと考え、私たちは、笑顔を認識すると止まる目覚ましアプリ”Alarm with Smile”を
製作した。このアプリで、朝、笑顔で目覚めることができれば、気持ちよく一日の始

まりを迎えることができるのではないだろうか。 
作品概要 

アプリは Android スマホ用に製作する。 
アラームをセットすると、時間になるとアラームの音が鳴り、そこで専用のカメラ画

面を開き、笑顔を認識させるとアラームの音を止めることができる。 
使用ツール 

・画像認識 言語  ：Python API :Tensorflow , Keras , OpenCV 
・アプリ製作 言語 ：Java 開発環境 ：Android Studio 

笑顔認識の方法と結果 

笑顔認識についてはニューラルネットワークの一種である畳みこみニューラルネット

ワークを用いた。この手法は特徴量を１ピクセルで取るのではなく、フィルターを用

いてピクセルの周辺ごと特徴量をとることにより、画像のゆがみに強い学習方法であ

る。 
この手法を用いることで笑顔の分類問題において、精度を９５％程度まで上げること

ができた。 
今後の課題 

アプリ側では、画面のデザインに手をかけられなかったため、まだまだ改良が必要で

ある。 
また今回は笑顔のみの認識だったが、畳み込みニューラルネットワークと物体認識を

併用することで対象の顔の動きを検知し、それにより何らかのアクションを起床時に

設定するなど、より複雑な入力にも対応できるようにしたい。 

７ 
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UFO 型ドローン 
 

富山大学工学部工学科機械工学コース（1年）：今泉孝亮、塚田哲朗、西谷内凌 

知能情報工学コース（1年）：柳原壮一郎 

    アドバイザー：佐伯 淳（都市デザイン学部 材料デザイン工学科） 

 

 科学技術の発展によって、ドローンは私たちにとって当たり前なものになりつつある。

私たちの班は、「UFO 型ドローン」ということで、ドローンの改造に取り組んだ。外装の製

作から、機体の操縦練習、空力学を考慮したウイングの設計など、様々な活動をした。 

 

 

 

人類の夢、UFO を目指して……  

８ 
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ホームページ制作 
～富山への観光リピーターを増やすために～ 

 
富山大学工学部工学科機械工学コース：松中啓人（１年） 

富山大学都市デザイン学部材料デザイン工学科：藤田学（１年） 
アドバイザー：田代発造（工学部附属創造工学センター） 

 
＜目的＞ 

 立山黒部アルペンルートが閉鎖されることもあり、富山を代表する立山への冬の観光客

が減少していること、また、富山への観光リピーターを増やしたい思いがある。立山の四

季折々の写真を公開したり投稿したりするホームページにより、一年を通した富山の魅力

を知ってもらえるようにすることを目的とした。 

 

＜方法・機能＞ 

 私たちの制作したホームページはホームページビルダー等を使用せず、すべて「html」

「css」「Java Script」を使用して制作した。また、ホームページ上の機能については以下

のような効果を期待した。 

●写真の投稿                 ●案内 

・写真を投稿するためにもう一度行きたくなる。 ・立山の撮影スポットを伝える。 

・立山での楽しみ方を増やす。         ・アクセス情報等を伝える。 

・競争心を煽る。               ・立山に行く一助とする。 

●写真の掲載 

・自分の知らなかった立山の景色に気づく。 

・様々な場面（季節・時間）の立山を知り、 

 より好きになる。 

 

＜制作したホームページの一例＞ 

   

     ホームページの扉         掲載写真の季節・時間を選ぶページ 

９ 
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人力発電機 
 

富山大学工学部工学科電気電子工学コース：吉田 琉斗（1 年）、夏原 綸壱（1 年） 

             猪瀬 廉太郎（1 年） 

アドバイザー：手崎 衆（工学部工学科機械工学コース） 

          戸田 英樹（工学部工学科電気電子工学コース） 

 
概要： 

スマートフォンはインターネットや SNS による情報収集、動画や音楽の視聴など様々な使

い方ができ、今ではほとんどの人が持ち歩いている。非常に便利で頼もしい道具だが、災

害などの緊急時、電源を供給できない場合には１日か 2 日でバッテリーが切れてしまうと

いう欠点がある。そこで、緊急時でも情報を集めるためにスマートフォンを活用できるよ

う、人力で発電を行いスマートフォンに電源を供給する発電機を作った。 
 
特徴： 
通常の人力発電機は充電を続ける間ずっと発電を行わなければいけない。しかし、災害な

どの緊急時に長時間発電し続けるのは負担が大きく現実的ではないので、発電にかかる時

間を減らすため工夫としてバッテリーを用いた回路を作った。短時間で 1 度バッテリーに

充電し、作った回路に使われているマイコンである arduino uno でスマートフォンの充電

に適した 5 ボルトに変換し、スマートフォンに電力を供給している。 

１０ 
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マイクロカプセルを作ろう 
 

富山大学工学部工学科生命工学コース：常川 遥加（1 年）、森 大志（1 年） 
                    寺本 明日香（1 年）、三嶋 優斗（1 年） 

      アドバイザー：岩永 進太郎（工学部工学科生命工学コース） 
 
マイクロカプセルとは大きさが 1mm 未満の中空または多孔質な容器のことである。本実験

ではこのマイクロカプセルをハイドロキシアパタイトで作製した。 
・目的 
歯などの血管のない部分に薬を届け、治療の回数を減らすために有効なマイクロカプセル

の作成 
・ハイドロキシアパタイトでつくるマイクロカプセルとは 
ハイドロキシアパタイトは歯や骨の主成分であるリン酸

カルシウムからできていて、歯の約 80％、骨の約 60％を

占め唾液にも多く含まれている。生体親和性が高く体内で

代謝され、吸着性・徐放性に優れている。また、安価な材

料から合成でき適度な強度と粉体特性を有している。しか

し、孔に物質を封じ込めるのが難しく、粒子の大きさはす

べて同じではないという欠点がある。 
・使用試薬 
塩化カルシウム（CaCl2）、シクロヘキサン、リン酸水素

二カリウム（K2HPO4）、水酸化ナトリウム（NaOH)、
Span60（油溶性界面活性剤）、Tween20（水溶性界面活性

剤）、エタノール（EtOH） 
・実験方法 
CaCl2 11.0g を 150mL の精製水に溶解し、2.0mL の Tween20 を加え、これを外水相とし

た。K2HPO4 5.2g を 75mL の精製水に溶解し NaOH で pH を 11 以上に調整した。この水

溶液を内水相とし、3.8gのSpan60を溶解させた油相の 92mLシクロヘキサン溶液に加え、

撹拌機（ホモジナイザー）で 5 分撹拌し、W/O 分散系とした。調製した W/O 分散系と外水

相を三ツ口フラスコにいれ、W/O/W 分散系とした。この分散系を 50℃で加温し、24 時間

撹拌モーターで撹拌した。反応液を遠心分離し、生成物をエタノールと精製水で洗浄後、

1000℃の電気炉で 60 分焼成した。 
 

１１ 

図 1 

マイクロカプセルのイメージ 

大きさ 1mm 未満 

多孔質 
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快適な明るさになるライト 
 

富山大学工学部工学科機械工学コース（1 年）：由水 裕己、宮本 昌輝、丸山 航汰 
知能情報工学コース（1 年）：藤澤 典隆 
電気電子工学コース（1 年）：宮坂 拓海 

アドバイザー：藤井 雅文（工学部工学科電気電子工学コース） 
 
◯概要 
 この作品は、周囲の明るさに合わせて、自動で照度を変える画期的なライトです。白、

青、赤、緑からなる四色の LED、制御用基盤や配線を、上手くアルミの箱に収納しました。 
◯原理 
 この作品は Arduino というコントローラーとそのプログラミングソフトを利用しました。

明るさによって抵抗値が変わるセンサ(CDS)を使用し、周囲が暗くなった時に、明るさを補

うように LED が明るくなっていくようなプログラムを作成しました。周囲の明るさを感知

するCDSセルはアルミの箱の一部を切り取りそこから出るようにし、さらに白だけでなく、

青、赤、緑のフィルタをつけてそれぞれの色の明るさを検知できるようにしました。これ

によって周囲の明るさと色調を同時に判定し、それぞれの色の LED を制御できるようにし

ました。 
◯アピールポイント 
 この作品の強みは、人の好みに合わせて

光の明るさの変わり方を、また光の色調を

変更できる点です。CDS に加えて手動で抵

抗値を変えられる可変抵抗をつなぎ、４つ

の LED の回路がそれぞれ独立することで、

各色ごとに光の明るさを制御できます。白、

青、赤、緑の４つのセンサと光源を持ち、

どんな色調の光源でも実現でき、個人の好

みに合わせることができます。 
 
快適な明るさになるライトを、ぜひ一度

ご覧ください！ 
 

12 

図１．アルミの箱に組み込む前の内部

の回路の状態（上部に LED、右端に

CDS センサ、左側下部に LED ドライ

バー回路、中央下部に Arduino が設置

されている。） 
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納豆の代替物となるものは 
存在するのか 

 
富山大学工学部生命工学科：横山遥香（3 年） 

工学部工学科生命工学コース：大倉充貴（1 年） 
   アドバイザー：佐山三千雄（工学部工学科生命工学コース） 

 
私たちは身近な食品を利用して納豆の代替物を発見しようとしました。納豆は藁につい

ている納豆菌が大豆を発酵させることで作られます。今回の実験では予め下準備を行った

食品をオートクレーブで滅菌したプラスチック製の蓋付き瓶に入れました。またその瓶の

中に蒸留水と購入した納豆菌の混合液を、ピペットマンを使用して少量添加して 30 度の恒

温槽で数日発酵させました。実験に使用した食品はプロセスチーズ、黒豆、水煮大豆、じ

ゃがいも、ヤングコーン、玉ねぎ、ゴボウです。この中で豆類である黒豆と水煮大豆は納

豆菌の働きが正常に行われているか確認するために他の食材と同じ環境で同様にして使用

しました。そこで納豆になったこと

から菌は正常に働いていることが分

かりました。大豆以外の食品以外で

納豆のような粘りが見受けられず、

実験に苦戦していました。そこで先

生の助言もあり、タンパク質含有量

の多い食品を使用して実験を行うと

一つの食品に納豆のような粘り気を

発見しました。また味噌のような香

りと形状をしたものも発見すること

ができ、発酵とタンパク質の因果関

係を実験を通して理解しました。 
 

１３ 
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Mg コーヒーミル 
 

富山大学工学部機械知能システム工学科：平木 和利（4 年） 
アドバイザー：會田 哲夫（工学部工学科機械工学コース） 

 
概要 
 本製作は工学部機械知能システム工学科の授業の一環として取り組んだ．授業テーマは

Mg(マグネシウム)材料を活用し，設計から製作までの一連の工程を行い加工特性や設計と

の結びつき等を学ぶことである． 
 製作対象としてコーヒーミルを選択した．持ち手の部分が細いミルは軽量であるが，ハ

ンドルを回す際の回転の反力が大きい．また大きいミルは反力は小さいが，径が大きいた

め体積が増え重くなってしまう． 
 そこで主材料を比強度に優れる Mg を使用することで，持ち手の部分が大きくても軽量で

低反力のミルが得られると考えた． 
 
原理・特徴 
 本製作品の概要図を図 1 に示す．①のハンドルを回

すと②の臼が豆を粉砕する．挽いた豆は③のタンクへ

と貯められる．一度に約 10 杯分まで貯めることが可

能である． 
 また臼の高さを調整することで臼と臼の隙間が変

化し，粗挽き～細挽きに設定できる． 
 
アピールポイント 
 製作品を図 2 に示す．部品固定用の六角穴付ボルト，

3D プリンタにて製作したハンドルのつまみ部を除き 
他の部品は全て Mg 材料にて製作した． 
 重さは 345g と軽量なコーヒーミルを製作すること 
が出来た． 
 また Mg の優れた被削性により，表面研磨を行わず 
とも良好な表面光沢が得られ，高級感溢れるコーヒー 
ミルを製作できた． 
 
 
 

１４ 

図 1. 概要図 

図 2. 製作品 
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    マイコンを用いたラジコンの改造及び

簡易画像処理による自動駐車プログラムの実装 
 
富山大学工学部工学科電気電子工学コース(1 年)：大蔵 玲、LAI THE HOANG、谷口 大輝 

アドバイザー：杉原 新（理工学教育部電気電子システム工学専攻） 
 

作品概要 
 Arduino マイコンを使い、市販されている無線タイプのラジコンを自律制御機へと改造

を行った。ラジコン本体上部に WEB カメラを設置し、カメラ情報から簡易画像処理を行い

動作コマンドの決定、ラジコンの自動駐車を行う。 
 
原理 
 本作品の自動駐車プログラムのアルゴリズムは、ラジコンに取り付けた WEB カメラから

画用紙の色情報(RGB 値)を取得し、赤・緑・青で分類する。この処理を画像内のすべての

ピクセルに行い、各色のピクセル数を算出する。各色のピクセル数の比較を行い、出力コ

マンドを以下のように決定した。 

  

  
 

→左旋回 (1) 
→後進 (2) 
→右旋回 (3) 

は閾値として、実験により求めた値である。(2)のように、赤と青のピクセル数がほぼ等し

い場合のみ後進を行う。また、画像内の緑のピクセル数に応じて後進の距離を決めている。 
 
アピールポイント 
 3D プリンターを用いてラジコンボディの製作を行った。マイコンとラジコン駆動部の配

線を隠すことができ、作品をスマートな見た目にすることができた。 
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   子供向けの材料の特性比較装置･キットの作成 

  ― 夢大学出展企画「材料オリンピック」より ― 
富山大学工学部材料機能工学科（4年）：奥本括嘉，越野雄斗，花井雄介，中村大介，      

新田浩之， 

富山大学大学院理工学教育部材料機能工学専攻（1 年）：佐藤 練，三川詩乃 
アドバイザー：学科教職員（都市デザイン学部材料デザイン工学科） 

【企画のねらいと特徴】 夢大学 in 工学部 2018 に体験型の企画「材料オリンピック」を

出展した．本企画の参加者ターゲットは小学低中学年の子供達であり，様々な材料（銅，

鉄，アルミニウム，真鍮，ステンレス，樹脂，木材，炭素など）について，密度や強度，

熱伝導度といった材料特性を楽しい趣向で比較し，性能の違いを実感してもらう内容であ

る．4 種類のテーマに対して，実際に実験をその場で行ってもらいながら材料特性を順位づ

ける形式とするべく，専用の計測装置・キットの作成を行った． 

【競技（測定テーマ）の種類と測定装置・キット －アピール点－】 

①「重さくらべ」 同じ体積の材料を上皿

天秤に乗せる方法で，材料の重さ（密度）

の比較を行った． 

②「強さくらべ」 外力に対する材料の変

形（伸び･縮み）を電気信号として検出でき

る「ひずみゲージ」を接着した板状材料の

一端を固定し，他端におもりを乗せた際の

ゲージの電気抵抗変化をホイーストンブリ

ッジにて電圧の変化に変え，アンプで増幅

し，オシロスコープでその変化を可視化し

た．材料毎の変形の大小，つまり硬さの違

いをリアルタイムで観察・比較可能である． 

③「電気の通しやすさくらべ」 豆電球が

点灯する回路を作り，回路に計測対象とす

る材料をつないだときの豆電球の明るさか

ら，材料の電気の通しやすさ（電気伝導度）

の大小を判断した．さらに同じ材料でも太

さや長さの影響も検討できるキットとした． 
④「熱の伝わりやすさくらべ」 比較した

い板状材料の表面に温度によって色の変わ

る「感温液晶シート」を張り付けて，それ

らの一端を一斉にお湯に浸ける手法で，材

料毎の温度上昇のスピード（熱伝導度）の

違いを色変化の様子で判断した． 

いずれの競技もわかりやすく短時間で決着し，かつ何度も繰り返して実験ができるよう，

キットを準備した．夢大学当日は，約 150 人の子供達により 100 回以上実験が行われた．

また，一通りの実験を終えた子供達全員には，事前予想に対する正解率に応じて金・銀・

銅と色の異なる修了証（首吊り下げカード型，感温液晶付き）を手渡しした． 

図 1 自作の装置･キット 図中①,②等は本文中の各競技①,②等で使用のもの 図 2 修了証（表･裏） 

② 

① 

④ 

③ 
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無安定マルチバイブレータを 
使った回路の応用 

 
富山大学工学部工学科電気電子工学コース（1 年）： 

磯部 勇太、浦本 稜大、鈴木 雄大、関野 涌斗、高木 周矢、中野 太陽、 
野田 朋香、林 玲央、安川 大河、 

アドバイザー：田原 稔（工学部工学科電気電子工学コース） 
 
作品の概要 
 最初に、トランジスタを使った「無安定マルチバイブレータ回路」を用いて、２つのＬ

ＥＤが交互に点滅する回路を作製する。この回路は、２つのコンデンサが充電・放電を繰

り返すことにより、トランジスタが交互にオン・オフとなり、２つのＬＥＤが交互に点滅

する。次に、この回路を応用して３つ以上のＬＥＤが点滅するような回路を製作する。 
 
応用した回路について 
 
 (１) ２組の無安定マルチバイブレータで作製 
    時定数が異なる２組の回路で作製することにより、４つのＬＥＤが点滅する 
 (２) 上記の回路(１) プラス 光センサー 
    普段は消灯しており、周囲が暗くなると、４つのＬＥＤが点滅を始める 
 (３) ３つのＬＥＤが順番に点滅 
    ３つのトランジスタをループ状に構成して実現した 
 (４) 上記の回路(３) のそれぞれのＬＥＤを複数個に変更 
    合計 1４個のＬＥＤが点滅する 
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  アルギン酸ナトリウムを用いた細管 
  及びマイクロビーズの簡易型作製装置 

 
富山大学工学部生命工学科：西部 勇輝（3 年） 

アドバイザー：中村 真人、島田 洋一（工学部工学科生命工学コース） 
 

 アルギン酸ナトリウムから細管やマイクロビーズを作製する装置を作ろうと思ったのは、

授業や研究室見学でそれらが人工臓器や細胞工学の研究で実際に使われていることを知り

興味がわいたことと、そんな最先端の研究でも簡単な原理でできるため自分でも作れるの

ではないかと考えたからである。 
 とはいえ自分には特別な技術もお金がないため、次の 5 つの条件を満たす装置を作らな

ければならなかった。1 つ目は安価で製造できることあること、2 つ目は操作が単純であり

特別な技術をしないこと、3 つ目は容易に組み立て分解ができ部品の再利用ができること、

4 つ目は特別な装置を買えないため自作の装置を作らないといけないこと、最後は何より安

全に機能する必要があること、である。 
 まずアイディアができていた細管を作る装置から作ることにした。 
 市販の 18 ゲージの注射針を三方活栓内の中心部に組み込み、内側に塩化カルシウム、外

側にアルギン酸ナトリウムが流れるようにした。これを塩化カルシウムの水溶液中に注ぐ

ようにすれば、アルギン酸ナトリウムの外側と内側が固まり細管になる。このとき注射針

の先を真横に切って鑢で丸めることで安全性を高め、さらにシリコンチューブを付けた注

射筒を接続し、各試薬を手動で架台に装着した装置へ安定に流せるようにした。 
またマイクロビーズを作製するために数千ボルトの高圧電界を加える必要があり、その

ための電源を作る必要がある。そこで島田研究員に相談し、電源装置の作製に関する指導

を受けてマイクロビーズ作製装置を作ることができた。 
将来はこの装置で作った細管に各種の細胞を入れて培養して様々な組織の形成や、人工

臓器に関する基礎的な実験をしていきたい。 

            
図１ 細管作製の様子         図２ マクロビーズ作製のセットアップ 
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フォーミュラプロジェクト   
 

富山大学大学院理工学教育部機械知能システム工学専攻：渥美樹（M2）、高橋良尚（M1） 

理工学教育部材料機能工学専攻：谷津倉克弥（M1） 

工学部電気電子システム工学科：山田章史（4年）、北裕志（3年） 

知能情報工学科：土田亮太（3年）、東野哲也（3年） 

機械知能システム工学科：大橋莉央（4年）、浅野良太（3年）、根津嘉大（3年） 

保浦康晴（3年）、寺本光正（2年）、髙道雄大（2年） 

     環境応用化学科：今井佑輔（3年）、橋ヶ谷匠（2年） 

材料機能工学科：森優詞（3年） 

工学部工学科知能情報工学コース（1年）：大久保泰作 

工学科機械工学コース（1年）：今泉孝亮、大湊爽生、岡田祐也、上岸達也、西谷内凌 

芸術文化学部芸術文化学科：林原穂高（1年） 

アドバイザー：會田哲夫（都市デザイン学部材料デザイン工学科） 

手崎衆（工学部工学科機械工学コース） 

 

  私たち富山大学フォーミュラプロジェクト（TUF）は、フォーミュラカーの設計や製作を行っ

ています。コンセプトやデザインの決定、3 次元 CAD を用いた設計・解析、溶接、エンジン調

整など、幅広い活動を行っています。また、マシン製作に必要な部品や器具などを提供してく

ださるスポンサーとの連携にも、積極的に取り組んでいます。 

TUF は、全日本学生フォーミュラ大会に毎年参加し、上位を目指して日々活動しています。

今年の大会は悪天候の影響もあり、思い通りの結果にはなりませんでしたが、ここで得た経験

や反省を活かし、来年の大会に向けて日々奔走中です。 
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ロボコンプロジェクト 
 

富山大学工学部機械知能システム工学科：小林由実（3 年）、須原廉平（3 年）、 
松田勢竜（3 年）、水谷勇斗（3 年）、三輪尚矢（2 年）、安田開斗（2 年） 

富山大学工学部工学科機械工学コース（1 年）：田中木介、奥村魁、堀内竣介、野口宙、 
水浦颯太、杉山義紀、藤井佳樹 

富山大学工学部知能情報システム工学科（2 年）：川崎暉留、川瀬修平、辻村明日風 
富山大学工学部工学科知能情報工学コース（1 年）：西村廉、高橋泰斗、柳原壮一郎 
富山大学工学部電気電子システム工学科：長屋祐希（3 年）、西村理来（3 年）、 

高柳裕紀（2 年） 
富山大学工学部工学科電気電子工学コース：山口賢一（1年） 
富山大学都市デザイン学部材料デザイン工学科：今井健太（1年） 
アドバイザー：笹木亮、関本昌紘、太田俊介、保田俊行（工学部工学科機械工学コース）、

戸田英樹（工学部工学科電気電子工学コース） 
 

 TomiRobo とは 
 「富山大学ロボコンプロジェクト」は毎年開催される「NHK 学生ロボコン」への出場を

目指し活動しています。今年は念願だった NHK 本戦出場を果たしました。さらに「レスキ

ューロボットコンテスト」への初参加及び本戦出場、「とうロボ」への出場など様々なこと

に挑戦しました。来年もさらなる技術の向上を目指し、大会に参加して行きます。 
 
 「NHK 学生ロボコン」の概要 
 今年の NHK 学生ロボコンはネムコン”シ
ャトルコック・スローイング”と題し、シャ

トルコックと呼ばれる紐がついた球場のも

のを 2 台のロボットで運搬、投擲し、最終

的にシャトルコックを設置されたリングに

通すことで得点を獲得し、競って行くとい

うものでした。2 台のロボット間での受け渡

しや自動制御など様々な難題をクリアする

必要があります。 
 
 アピールする点 
 今回は手動ロボットと自動ロボットの 2 台を製作しました。自動ロボットの方はシャト

ルコックを保持するための部品などにこだわり、試行錯誤しました。制御面ではセンサー

などを用いてフィールドに引かれたラインに沿って自動で動くようにしました。 
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科学マジックプロジェクト 
 
富山大学 工学部 工学科 電気電子工学コース：畑野 良将（1 年）、谷口 大輝（1 年） 
富山大学 工学部 電気電子システム工学科：稲生 貴久（4 年）、春日 詩織（4 年）、 

長谷川 皓一（4 年）、若林 裕也（4 年）、吉田 泰基（4 年） 
富山大学大学院 理工学教育部 知能情報工学専攻：栖原 隼人（2 年） 
アドバイザー教員：戸田 英樹（工学部 工学科 電気電子工学コース）、 

春木 孝之（都市デザイン学部 都市・交通デザイン学科） 
 
私たち科学マジックプロジェクトは、「より多くの人に科学現象や工学技術に対する興味

をもっていただけるような、科学マジックを開発すること」を目標に日々活動しています。

学内外を問わず様々なイベントに参加し、開発した科学マジックを披露しています。 
富山大学工学部では毎年 9 月末頃に「夢大学 in 工学部」が開催されています。この中で、

「アレマー玉井氏の科学マジックショー」は人気イベントであり、我々にとっても開発し

た科学マジックを披露する大きなチャンスです。今年度は、しるしをつけたジュースを一

発で当てる「ジュース」、予言した観客の情報がホワイトボードに書かれている「マインド

リーディング 2」、人によって聞こえる単語が異なる「ハイブリッドサウンド」、一瞬にして

人が入れ替わる「ワープ」、斜めに傾けることができるガラス製グラス「ミステリアスグラ

ス」を披露しました。台風の影響で中止の可能性がありましたが、多くの方が来場され、

皆様に科学マジックを楽しんで頂くことができました。 
今年度の科学マジックショーの特徴として、観客の方にもステージに登壇して頂き科学

マジックを体験・演じてもらう「体験型」の作品が多かったことが挙げられます。例えば

「ジュース」では、装置を小型化し容易に取り付けられるようにしたことで、観客の代表

者に装置を取り付け科学マジックを演じてもらうことができました。また、「ミステリアス

グラス」は、ただステージ上で体験してもらうだけではなく、お土産マジックとして観客

全員に配ったことにより、科学マジックショー終了後も楽しんで頂けるのではと思います。 
そのほか、「出前科学教室」として、今年度は小学校

4 校に加え、毎年 8 月に富山市で行われる「富山まつり」

において、過去に製作した科学マジックの披露や体験を

行いました。出前科学教室に参加された方々からは、「楽

しかった」「身近なところで使われて技術をマジックに

応用できるのはすごい」などの声を頂きました。 
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富山大学工学部附属創造工学センター運営委員会

センター長　　　　　　　　　　　　　　小熊　規泰
電気電子工学コース　　　　　　　　　　戸田　英樹　　藤井　雅文
知能情報工学コース　　　　　　　　　　高　　尚策　　酒井　　充
機械工学コース　　　　　　　　　　　　笠場　孝一　　手崎　　衆
生命工学コース　　　　　　　　　　　　佐山三千雄　　髙﨑　一朗
応用化学コース　　　　　　　　　　　　堀野　良和　　宮﨑　　章
都市デザイン学部材料デザイン工学科　　佐伯　　淳　　才川　清二
学生フォーミュラ・プロジェクト　　　　會田　哲夫
学生ロボコン・プロジェクト　　　　　　保田　俊行
科学マジック・プロジェクト　　　　　　戸田　英樹

工学部長　　　　　　　　　　　　　　　會澤　宣一
副工学部長　　　　　　　　　　　　　　磯部　正治
教務委員会委員長　　　　　　　　　　　中　　茂樹
機械工場長　　　　　　　　　　　　　　神代　　充
創造工学センター専任教員　　　　　　　田代　発造
機械工場技術職員　　　　　　　　　　　高村　浩之
創造工学センターコーディネーター　　　山﨑　　正
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